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本日の内容

◆感染症対策チェックリストの結果について

◆基本的な感染対策の再確認

◆感染症対策への質問の共有





感染対策チェックリスト

A 感染管理体制の整備

B 手指衛生（手指消毒・手洗い）

C 防護具

（手袋・ビニールエプロン・ビニールガウン・

目の防護具などの個人防護具）

D 環境整備・清掃・必要物品の整備

E 健康観察・情報の確認



A．感染管理体制の整備

9．感染症発生時のシミュレーションが行われている

「感染対策マニュアル」・「新型コロナウイルス感染症対応
マニュアル」に沿って行っている

× 10件

感染対策マニュアルやシミュレーションは「これでよいのだろう
か」と不安に感じる
平時からの研修や訓練が必要と感じた
感染対策マニュアルは作成していないが必要か

⇒ 令和6年度介護報酬改定においてBCP未策定の場合は減算
→訪問系サービスは令和7年3月31日の間、減算適応しない
感染症対策の強化の中には、委員会の設置や指針の整備、研修の
実施、訓練などが含まれている
利用者のトリアージや感染者発生時のフローチャートを作成



15．手指消毒剤の設置・管理がされている

手指消毒剤にはその使用開始日・使用期限を明記する等、
適切な管理を行っている

× 16件

手指消毒剤の使用開始日・使用期限を明記する管理はしてい
ないことに気が付いた

⇒ 使用開始日を明記することで、使用量を計算でき、
確実に手指消毒が行われているのか、備蓄の目安になる
使用期限は、消毒薬の信頼性を示す

B．手指衛生（手指消毒・手洗い）



B．手指衛生（手指消毒・手洗い）

手指衛生が周知され行動できる

23．⑥利用者のベッド周囲の物品に触れた後（リネン
交換後、ベッド柵やリモコン等をつかんだ後）

× 15件

26．マスクの表面に素手で触れていない。触れた場合、
手指消毒を行っている

× 15件

⇒ 手洗いができない利用者もいる
自分の癖を知る
手指衛生の6つのタイミングを参考に

接触感染
飛沫感染予防



感染経路別の主な感染症

引用：介護職員のための感染対策マニュアル 第3版（厚生労働省）



手指衛生の基本

◆ 目に見える汚れがある場合

⇒石鹸と流水による手洗い

注）腕時計や指輪は外す、爪は短くしておく（2mm程度）

◆ 目に見える汚れがない場合

⇒擦式消毒用アルコール製剤での手指消毒

◆ 手荒れ対策

⇒日頃からハンドスキンケア



手指衛生の5つのタイミング

引用：令和5年度 感染症の基礎知識 施設、訪問看護/介護における感染対策



感染症対策についての質問

◆ 「患者に触れる前」「患者に触れた後」に手指衛生を行う
原則ではあるが、在宅では同一対象への連続したケアにな
ります。例えば、バイタル測定後に体位変換を行う場合、
手指衛生が必要でしょうか。

⇒ 6つのタイミングで手指衛生を行うことは原則

状況に応じて柔軟に対応することでOK

優先順位をつけて習慣化していく

自分が感染の媒介になりうることを意識



引用：山梨大学医学部付属病院感染対策専門員作成研修資料





引用：山梨大学医学部付属病院感染症学講座井上修医師作成資料



引用：丸石製薬株式会社HP



B．手指衛生（手指消毒・手洗い）

手指衛生をする環境が整えられている

28．ハンドソープの容器の中身が少なくなった際は、継ぎ足しし
ないようにしている

× 25件
29．手洗い時、蛇口に自動センサーがない場合、手洗い後にペー

パータオル等で押さえて水を止めている

× 23件

ハンドソープの継ぎ足しが衛生的でないということに目から鱗だった

⇒ 液体石けんであっても管理が不十分な場合、細菌によって
汚染される可能性がある
水回りは、湿った場所を好むセラチア菌や緑膿菌が増殖しや
すい環境
ハンドソープの容器は、洗浄後は十分に乾燥して使用



34．個人防護具を適切に使用している

【平常時】血液・体液・排泄物で汚染が予測される時は事前に
予防護具を装着している

× 11件

平常時は布エプロンを使用、消毒は行っているが、利用者1人に
対し交換は行っていない
清拭時や食事介助などの処置時にエプロンは使用していない
ゴーグル・フェイスシールドは全員はできていない

⇒ 標準予防策を意識していく
「今まで大丈夫だったから」の考えは変えていきましょう
利用者は高齢者が多く、抵抗力も低下しています
身分の身を守るだけでなく、利用者の命を守る意識

C．防護具
（手袋・ビニールエプロン・ビニールガウン・目の防護具

などの個人防護具）



引用：山梨大学医学部付属病院感染症学講座井上修医師作成資料



シューズカバーやスリッパの使用について

◆ 様々な利用者宅の家の中を歩くことで、靴下が
汚れて、自分が感染の媒介になる可能性がある

⇒ シューズカバーやスリッパの使用を推奨

⇒ 使用することで安心しない

外す、脱ぐ際は手が汚れるため手指衛生は

絶対に必要

引用：山梨大学医学部付属病院感染症学講座井上修医師作成資料



質問
☆マスクの選び方や使用方法をもう少し知りたい

引用：訪問系 障害福祉サービス施設・事業所職員のため感染対策マニュアル（厚生労働省）



交換のタイミングは・・・
1日使用した
内部が濡れてきてしまった
表面が目に見える汚染を受けた場合

引用：令和4年度 感染症の基礎知識 施設、訪問看護/介護における感染対策



D．環境整備・清掃・必要物品の備蓄
環境整備・清掃

45．事務所内は毎日清掃している
テーブルやいす、電話（受話器）、PC（キーボード）など、スタッフが共有
するものは1日1回以上、アルコール製剤含浸のクロスなどで拭いている

× 17件

46．拭き掃除の方法は統一されている
一方向の方法で拭く。次に拭く際にはクロス面を変えている

× 22件

47．利用者のベッド周りやテーブルの上などの整理（ほこりや汚れなどがない）
バックやノートなど置く場所の掃除

× 21件

5類後はステーション内のアルコールによる清掃を行っていなかった
感染対策をしているつもりであったが、環境整備に×が多かったことに気が付かさ
れた
事務所内の消毒や利用者宅入室時のアルコール消毒を徐々にやらなくなっているこ
とに気が付いた

⇒ 改めて感染対策の必要性を意識し実践していく、換気も忘れずに実施
掃除の方法は、事業所内で統一できるよう記載して提示するのもよい
利用者宅ではどこが汚染されているか不明なことも多い



引用：厚生労働省HP



引用：国立医薬品食品衛生研究所



E．健康観察・情報の確認

職員の健康状態の確認と対応

職員の日々の健康管理を行っている
62．出勤前、出勤時の健康状態の自己チェックを行っている

〇 47件

63．職員は、異常時には上司に報告し指示を受けている

〇 46件

⇒ なんでも言い合える風土、お互いさまという意識
管理者は、最悪のリスクを常に想定しながら対応
自分と利用者の命を守る意識



利用者と自分を守るためにできること

引用：山梨大学医学部付属病院感染症学講座井上修医師作成資料



大事なことの再確認

引用：介護職員のための感染対策マニュアル 第3版（厚生労働省）



引用：介護職員のための感染対策マニュアル 第3版（厚生労働省）



感染症対策チェックリストに取り組んだ
感想や質問の共有

◆ 自分たちの行動や対策が可視化でき振り返ることができた

◆ 自分でできていないことが確認できた

◆ コロナが5類になってから、感染症対策に関して緩んでい
た部分があった

◆ 感染対策をしていたつもりでしたが、細かいところでの

感染対策が不十分だったと気がついた

◆ 日常の手指消毒や環境整備をきちんと行い、予防していく
ことが大事であると改めて確認することができた

◆ 感染症対策の現状を把握するための良い機会になり、

できていないことが明確になってよかった

◆ 日々話し合いを行い、統一を図っているが、全員で統一し
ていくことが難しいと感じた



感染症対策への質問

◆ 感染した利用者の訪問は、対応するスタッフを決めて特定の
スタッフが対応するのか、担当関係なく皆が関わるのか知り
たい

⇒感染リスクを考慮して、訪問者は特定のスタッフが対応

することがベター

人員不足なども考えられるためPPE装着・手指消毒を

確実に実施、訪問順番を考慮

◆ 5類になってから、感染対策にかかる補助金もなくなったが
どのように感染症対策の道具の費用を捻出しているのか

⇒個人防護具の中でも優先順位を決めて購入

例えば、布エプロンを準備、利用者毎に洗濯して使用



ご清聴ありがとうございました


